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研究成果の概要（和文）：不妊治療でも受胎しなかった女性の不妊治療をやめた後に及ぶ子ども

をもつことにまつわる経験を、生涯発達心理学の観点を取り込み、不妊治療や養子縁組といっ

た社会システムとの関連のなかで捉えた。そして、当事者の人生展望に沿った支援の在り方に

ついて検討した。 
 
研究成果の概要（英文）：I grasped infertile women’s experiences, who couldn’t have had 
children with infertility treatment and had stopped it, from the view point of life-span 
developmental psychology. I analyzed the experiences with related to the social systems, 
infertility treatment and adoption. And I examined how to support the persons concerned 
along each prospect of their own lives. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 不妊治療技術の高度化・先端化の功罪：

日本では不妊治療は、1983 年に体外受精
が、1992 年に顕微授精が成功し、不妊に
悩む女性の希望の拠り所となっているが、
治療に通いつめても子どもが授からない
人も多い。他方、治療技術の進歩は、治療
すれば子どもをもつことができるという

認識を強め、当事者女性を治療に駆り立て
ている面がある。 

 
(2) 病の経験のライフストーリーという観点
の導入：1970 年代の医療人類学でのパラ
ダイム転換をきっかけに、患者-医療従事者
関係の枠組を越えて、社会的苦悩といった
見方が拡がった。また、臨床的にはナラテ
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ィヴ・アプローチを中心に、通常医療の場
で周辺的に扱われている病の経験や慢性
状態を理解しようとする方向性がある
（Kleinman, 1996 他)。患者の語りに真剣
に耳を傾ける姿勢こそが医療の基本であ
り（斎藤・岸本, 2003）、実際、病気などの
喪失や不在の状態を経験した時、過去の人
生の意味を問い返し、人生を再編し、新た
に生き出すことが必要となる。病の経験は、
人生の物語が生み出される典型的な場な
のである（やまだ, 2000）。 

 
 
２．研究の目的 
(1) 不妊に悩み、治療経験を経て養子縁組を

選択した女性の発達過程の検討 
 
(2) 非血縁の親子関係を築く過程の検討 
 
(3) 不妊治療過程における、治療終了後の生

活を視野に入れた心理社会的支援の検討 
 
 
３．研究の方法 
(1) 当事者の意味づけを捉える理論的・方法

論的基盤―ナラティヴ・アプローチとライ
フストーリー・インタビュー：ナラティ
ヴ・アプローチでは物語モードによって世
界を捉え、語り手と聴き手の相互行為の文
脈で、経験の組織化、物語の語り方、多種
の意味づけを重視する（Bruner, 1986）。
ナラティヴ・アプローチを基盤とするライ
フストーリー・インタビューにより、出来
事をどう組み込みいかなる感情や意味を
付与しているかという心理プロセスを含
む物語的真実に迫ることができる（やま
だ・山田, 2006）。 

 
(2) 人生径路の多様性・複線性を捉える方法
論的枠組み―複線径路・等至性モデル
（Trajectory Equifinality Model: 
TEM）：等至性（Equifinality）の概念を
発達的・文化的事象の心理学研究に組み込
もうと考えた Valsiner（2001）の創案にも
とづく。多様な径路を辿っていても、社会
的・文化的な影響を受け時間経過のなかで、
等しく到達しうる点（Equifinality Point： 
等至点）があるという考え方により提唱さ
れた（Valsiner & Sato, 2006）。 
 
ナラティヴ・アプローチはデータを扱う理
論的基盤であり、そして、ライフストーリ
ー・インタビューはデータ収集の、TEM
はデータの分析・思考・記述の方法論であ
る。 

 
 

４．研究成果 
(1) 冊子の作成による知見のまとめと普及：

インタビューにより収集した不妊（治療）
を経験した女性の語りの分析をもとに、当
事者支援ツールならびに高校生・大学生・
一般の人々を対象とした社会啓発・教育ツ
ールとして、冊子『子どもをもつことがで
きなかった夫婦の人生の選択―不妊治療
をする、その次の選択』を作成した。その
内容は、不妊に悩み、不妊治療に期待をか
けながらも治療が不成功に終わるという
衝撃（感情のジェットコースターと表現さ
れる）、子どもを産むことができないとい
う女性としてのアイデンティティや自尊
心の低下、妊娠した女性への羨望と嫉妬、
人とは違ってしまったという孤独感、今後
の人生が展望できないという将来への閉
塞感などの幾多の感情の揺さぶりや喪失
感情を経験し、その過程で治療技術の限界
や身体的・年齢的限界を意識化したりいの
ちへの畏敬の念を抱くなかで、不妊治療で
子どもをもつことに執着するばかりでは
ない多様な生き方へと視野を広げ、不妊治
療をやめて、非血縁の親子関係をむすんだ
り職業にエネルギーを費やすなど、自己像
や今後の人生を再構築していった有り様
を提示した。また、養子縁組をした子ども
との関わりのなかで、受け入れた当初の子
どもの試し行動、養育の困難、子どもの出
自に関する周囲への告知、ならびに子ども
の発達段階に応じた子ども自身への告知
の仕方、社会や社会的支援に関して望むこ
と、などについてまとめた。このように、
長い時間軸を通した生涯発達の視点から、
不妊女性の経験と選択を描き出した冊子
を作成し、不妊治療実施施設や希望者に配
布し、知見の普及に努めた。 

 
(2) 時間経過に沿った不妊経験や選択の多様
性の提示、心理社会的支援、および方法論
の検討：発達における喪失の意義という観
点を導入し、成人期女性の生涯発達の有り
様を提示した。喪失を経験すると、過去の
人生の意味を問い返して再編し、新たに生
き直す必要があるという（やまだ, 2000）。
「結婚＝受胎」という社会のマスターナラ
ティヴ（支配的言説）を越えて、「養子縁
組で子どもを育てる」「夫婦 2 人で暮らす」
という人生選択や家族を築く有り様を捉
え、成人期女性の本来的な生涯発達の広が
りを示した。その際、人生径路と選択肢の
多様性を可視化し、選択が社会的に方向付
けられていることを論じるとともに、「治
療をする/しない」「養子縁組を試みる/試み
ない」「子どもをもつ/もたない」という選
択が本質的に保障されることの重要性を
指摘した。 



 

 

具体的には次の 3 点にまとめられる。 
 

① 不妊当事者の生涯発達を視野に入れた心
理社会的支援の検討： 
不妊に悩んだ時点での選択肢の提示：不妊
治療で受胎することに絶対的な価値づけ
がなされることなく、治療を始める前の段
階で、不妊治療と養子縁組の両方の選択肢
が、それぞれの可能性とリスクとともに心
理教育的に示される必要がある。不妊当事
者が自らの生活設計や人生展望に位置づ
けて、選択することができるようにする。 
不妊治療中における喪失感情への対処、な
らびに夫婦での感情共有のための支援：個
人カウンセリングでは、治療の不成功によ
る喪失、理想的な家族像の喪失、いのちを
つなぐことができないという喪失に対処
する必要がある。また、当事者グループで
の感情や経験の共有は、自尊心の低下や孤
独感・疎外感などの喪失感情の対処に役立
つ。不妊特有の喪失に向き合うことは、治
療でも受胎しないというマイナスの経験
を乗り越え、治療をやめる選択を考える契
機にもなると考えられる。また、夫婦間で
喪失感情のずれを共有し合えるか否かは、
治療中の夫婦間の支え合いにはもとより、
不妊（治療）経験への意味づけや、治療後
の夫婦関係の善し悪しにも影響する。 
不妊治療中からその後に及ぶ、当事者の権
利擁護：非配偶者間の不妊治療を選択する
当事者がその事実を秘密にするよう強い
られたり、生まれてくる子どもが出自を隠
蔽されることなく、それぞれが自らの生を
引き受けて人生を築いていくことができ
るように、権利を擁護する必要がある。 
時空を超えた不妊経験の共有：直接的に支
援を受けることのできない不妊当事者に
対し、他者の経験を共有できるようモデル
提示することにより、当事者が、精神的な
安定を得たり、歩む方向性を選択する指針
を得ることができる。 

② 社会啓発と教育への提言：子どもをもつ
ことをめぐる選択と経験の多様性を広く
社会に提示し、社会的弱者や社会的少数派
への理解を促す必要がある。こうしたこと
は、思春期・青年期を対象としたジェンダ
ー教育や性教育にも、活用することができ
る。 

③ 質的研究法 複線径路・等至性モデル
（TEM）の可能性の検討：TEM は、見え
にくい人生径路や選択肢を可視化しつつ、
社会的・文化的な諸力の影響を受けた経験
や選択、意思決定過程を捉えることができ
る質的研究の方法論である。TEM により
記述した人生径路モデルは、経験の語り手
が自らの選択への意味づけを確認するこ
とのできる心理臨床的効用、今後同様の経

験をするであろう人に向けた道標的効用、
人間の発達や人生径路の多様性への理解
を促すツールとしての教育的効用などが
ある。 

 
(3) 国内外の学会など研究交流の場における
発表と意見交換：国内では、各年度に、日
本心理学会、日本質的心理学会、日本発達
心理学会、対人援助学会などに出席して研
究発表を行い、心理学、社会学、医学など
の近接学問領域の研究者や現場支援者と
意見の交換をはかり、積極的に知見を聴取
した。海外では、2008 年度には、オース
トリア・ウィーン大学との研究交流、国際
発達心理学会（ドイツ・ヴェルツブルグ）、
国際心理学会（ドイツ・ベルリン）に、そ
して 2009 年度には、イギリス・ロンドン
大学で開催された研究発表・交流会、ヨー
ロッパ心理学会（ノルウェー・オスロ）に
出席して研究発表を行い、国際的な場で知
見や意見の交換ならびに研究交流を行っ
た。 
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